
　阿蘇山域での山岳遭難事案を想定した救助訓練が８月２９日、阿蘇広域行政
事務組合消防本部と熊本県防災消防航空センターが参加して行われました。
　この訓練は、平成１６年に阿蘇消防山岳救助隊が発足以来、毎年行われて
おり今年で８回目。今年は狩尾の長寿ヶ丘公園付近の山頂付近で、男性二人
が遭難したという設定で行われ、各関係機関と連携を取りながら、緊迫した雰
囲気の中、訓練が行われました。
　阿蘇消防山岳救助隊発足からこれまで３２件の出動要請があっており、消防
本部では「山登りは十分な装備と計画を立てて、自分の体力に見合った山を登
りましょう」と、注意を呼びかけています。

山岳遭難事案に備えて～
阿蘇消防山岳救助隊救助訓練

真夏の熱戦！！　通常点検及び標的落とし大会

　内牧遊水地で８月２８日、平成２３年度阿蘇市消防団通常点検及
び標的落とし競技が行われ、１２分団６２５名（女性消防団員含む）
中通少年消防クラブ１２名が参加しました。
　標的落とし競技は通称「玉落とし」と呼ばれ、１００ｍ前方に高さ
１８ｍ（ポンプ車２２ｍ）に設置されたかごの中の２つの玉を、いかに
早く落とすかを競う競技で、操法大会と一年おきに行われています。
　競技では炎天下の中、家族や消防団ＯＢ、地元の応援を受けな
がら熱戦が繰り広げられました。

▲ 標的をめがけて放水を行う競技者▲ 標的をめがけて放水を行う競技者。▲ 標的をめがけて放水を行う競技者。
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　小里の大倉勝弘さん朝子さんご夫婦は、地域
の人たちが気軽に腰かけられ休憩できるスペー
スをと自宅の敷地に日よけの木陰をつくりイスや
うちわなどを置かれました。
　ちょっとした気遣いで生まれた小さなお休処は、
「ご自由にご利用ください」と看板が出ており、
人々に優しさと安らぎをもたらしています。

自宅の敷地をお休処に
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岡
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０
０
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６
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８
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縄
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０
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３
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３
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Ｃ
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イ
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３
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）

○全国高校総合体育大会「2011熱戦再来　北東北総体」 

　柔道女子団体準優勝　阿蘇高校・阿蘇中央高校

　ボクシングライト級第 3位
　　　　　　　　　　　山部宗一郎（阿蘇清峰高校・3年）

○第４回全日本ジュニアテコンドー選手権大会
小学４年生男子準優勝　住　大翔（宮地小４年）
小学５年生男子第３位　森永修斗（宮地小５年）
小学 5年生女子準優勝　米田　優（宮地小５年）
中学生女子フィン級第３位　西村真利愛（一の宮中２年）

○第 22 回全九州テコンドー選手権大会
【優　勝】　
小学 2年女子 重量級の部　森永せりあ（宮地小 2年）
小学 5年男子 重量級の部　森永修斗 （宮地小 5年）
小学 5年女子 軽量級の部　山本悠菜（碧水小 5年）
中学女子　バンタム級　西村真利愛（一の宮中 2年）
一般女子 －４６・－４９㎏合同級　津田ひかる（熊本学園大学）

この夏にスポーツ・文化面で全国・九州大会に出場した阿蘇市の皆さんを紹介します！(敬称略)

（お詫びと訂正）
広報あそ８月号掲載記事について、以下のとおり
誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
表紙　　 （正）宇奈利　　　（誤）宇那利
３ページ（正）田山淳朗氏　（誤）田山淳郎氏

★インターハイで準優勝、 ３位に輝きました！★
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